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取扱説明書     

ソーラーダイナモラジオライト 

CMT-376WB 

 

はじめに 

この度は ソーラーダイナモラジオライト CMT-376WB を 

お買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。  

 

※この取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

※本取扱説明書には保証書が付属していますので大切に保管してください。 

※付属品をお確かめ下さい。 
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■ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いくださ

い。 

■お読みになった後もいつでも見られるところに必ず保管して下さい。 

 

 
絵表示について 

この取り扱い説明書には、使用者が製品を安全にお使いいただき、理

解し易い様に 色々な絵表示を使用しています。 

誤った取り扱いをすることによって生じる内容を次のように区分して

います。いずれも重要な内容ですので必ず守って下さい。 

 

絵表示の例  この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡ま

たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

  この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を

負う可能性及び、物的損傷の発生が想定される内容を示して

います。 

  この記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれ

ています。 

  この記号は、使用者の行為を指示強制したりする内容である

ことを告げるものです。図の中に具体的な指示内容(左図の

場合は電源プラグを電源コンセントから抜く)が描かれてい

ます。 

 

 

 
 

交流100V以外の電圧では使用しないで下

さい。 

＊火災・感電の原因となります。 

 

濡れた手で電源プラグを抜いたり差し

たりしないで下さい。 

＊感電の原因となります。 

 
本機を落とすなどして破損した場合は、ま

ず電源スイッチを切り、電源プラグを抜い

て下さい。 

＊そのまま使用すると火災・感電の原因と

なります。   

ご自身での修理は危険ですので、絶対にお

止め下さい。特にお子様のいるご家庭では

ご注意下さい。 

 電源コードやプラグを破損させたり、

加工したり、無理に曲げたり、引っ張

ったり、束ねたりしないで下さい。 

また、重い物を載せたり、挟み込んだ

り、加工したりすると、電源コードが

破損し、火災・感電の原因となりま

す。 

 安 全 上 の ご 注 意 

 警 告 

警告 

 

禁止 

注意 禁止 

注意 

 

濡れ手禁止 
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雷が鳴っている時は、絶対にAC電源プラ

グに触れないで下さい。 

＊感電の原因となります。 

 電源プラグの埃や汚れを定期的に乾い

た布でふき取って下さい。 

＊プラグに埃などがたまると、湿気な

どで絶縁劣化となり、火災の原因とな

ります。 

 
本機に水を掛けたり、濡らしたり、また本

機の上に水などの入った容器や小さな金属

物を置かないでください。 

＊火災・感電の原因となります。 

 本機の中に水や異物が入った場合は、

まず電源スイッチを切り、電源コンセ

ントから本体の電源プラグを抜いて下

さい。 

＊そのまま使用すると、火災、感電の

原因となります。 

 
絶対に分解したり・修理・改造は行わない

で下さい。 

(キャビネットも外さないで下さい) 

＊火災・感電の原因となります。 

 
本機の内部に金属類や燃えやすいもの

などを入れたり、落としたりしないで

下さい。  

＊火災・感電の原因となります。特に

お子様のいるご家庭ではご注意下さ

い。 

 変な臭いや音がしたり、煙が出たらすぐに

電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて

下さい。    

＊そのまま使用すると、火災・感電の原因

となります。 

 
 

 

 

 

 

 
電源プラグは根元まで確実に差し込ん

で下さい。  

＊差し込みが不完全な場合、感電や発

熱による火災の原因になります。 

＊抜く時は、コードを引っ張らずに、

必ず電源プラグ本体を持って抜いて下

さい。 

 
本機に布などを被せないで下さい。 

＊内部に熱がこもり、火災の原因とな

りますので、ご注意下さい。 

＊テーブルクロスを掛けたり、じゅう

たんや、布団の上に置かないで下さ

い。 

＊本機を押入れなどの風通しの悪い、

狭い所で使用しないで下さい。 

 効果的な放熱の為に、他の機器との間

は少し離して置いて下さい。 

＊間隔が不十分ですと、火災・故障の

原因となります。ラック等に設置する

時は、本機の前後左右天面から15cm

以上の隙間を空けて下さい。 

 直射日光が当たる場所に置かないで下

さい。  

＊キャビネットや部品の故障の原因と

なったり、内部の温度が上昇し、火災

の原因となります。 

 本機を移動する時は、必ず電源スイッ

チを切り、電源プラグを抜いてから、

外部接続コードをはずして下さい。  

＊感電の原因となります。 
 

お手入れの際は、安全の為、電源プラ

グを必ず電源コンセントから抜いて下

さい。 

＊感電の原因となります。 

 

長時間使わないときは、必ず電源プラ

グを電源コンセントから抜いて下さ

い。 

＊火災の原因となることがあります。 

 各機器との接続のときは、必ず電源ス

イッチを切り電源プラグを抜いて、取

扱説明書に従って接続して下さい。 

それぞれの機器の取扱説明書をよく読

み指定のコードを使用して接続して下

さい。 

指示 
接触禁止 

 
注 意 

禁止 

注意 

注意 

禁止 

分解禁止 

注意 

注意 

禁止 

禁止 

電源プラグを 

コンセントから抜く 

電源プラグを 

コンセントから抜く 

電源プラグを 

コンセントから抜く 

電源プラグを 

コンセントから抜く 
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振動する場所や、ぐらつく台の上、傾

いた所等、不安定な場所に置かないで

下さい。 

＊倒れたり、落ちたりして怪我の原因

となります。 

 

湿気や埃の多い場所には置かないでく

ださい。 

＊火災や感電の原因となります。 

 

⚫ 本機についての注意事項 

・ 本機を初めて使用する場合、または 60 日以上使用しない場合は、

強い太陽光の下に 30 分間置くか、1分間手回しでバッテリーを作動

させてください。 

※充電が少ない状態では、ラジオの音量・LEDライトの光の強さ・

液晶画面の文字の出力が弱くなる場合がございます。 

・ 本機を使用する際は、過放電を行わないでください。本機のバッテ

リーの寿命を縮めたり、バッテリーを損傷したりする可能性があり

ます。 

・ 本機の表面をきれいにするには、柔らかい湿った布を使用してくだ

さい。 この製品のクリーニングには、腐食性成分を含むアルコール

やその他の液体を使用しないでください。 

・ 本機は防水ではなく、曇り止めのみです。 水に浸さないでくださ

い。 

⚫ 各部の名称 

 

                            アンテナ ソーラーパネル 

 LEDライトボタン  

 チューニングランプ 

 ワイドLEDライト  

 充電ランプ 

スポットLEDライト 液晶画面 

  バッテリー残量ランプ 

 電源ボタン 

 SOSアラームボタン 

 チューニングボタン + 

 音量 + ボタン 

バンド(AM/FM/SW)切替ボタン 音量 - ボタン  

ミュート/ロックボタン チューニングボタン - 

禁止 禁止 
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⚫ ラジオの使用方法 

・ 電源ボタン「  」を押すと、画面に「ON」と表示されます。  

・ 電源を切るには、もう一度電源ボタン「  」を押すと、画面に

「OFF」と表示されます。 

・ AM/FM/SW(短波)切替ボタン「BAND」を押してFM/AM/ SW(短波)

ラジオを選択します。 

・ FM/AM/SW(短波)ラジオのいずれかを選択した後、チューニングボ

タン「TUN+」または「TUN－」を短く押してチャンネルを選択し

ます。 

もしくはチューニングボタン「TUN+」か「TUN－」を長押しする

と、チャンネルが自動的にスキャンされます。チャンネルが見つか

るとスキャンが停止し、液晶画面右の「TUN」のランプが緑色に点

灯しますので、 アンテナを伸ばして方向を調整し、電波を受信して

ください。 

・  SW (短波)ラジオでは、「BAND」を長押しして、異なる短波ラジオ      

バンド (SW1-SW9) を選択できます。  

・  SW (短波)ラジオを選択したらチューニングボタン「TUN+」か

「TUN－」ボタンを短く押して適切なラジオ局を選択します。 

音量ボタン「V－」または「V＋」を押して、音量を調節します。

(SOSアラームは音量調節ができません。) 

 

※本機は電源をオフにすると、AM/FM/SW(短波)ラジオそれぞれ最後に合わせたチャンネ

ルを記憶します。再度電源をオンにするとそれぞれ記憶したチャンネルを受信します。 

(記憶されるチャンネルは、それぞれ最後に合わせていたチャンネル(1局)のみです。) 

※ラジオの電波を受信できない場合は、電波を受信しやすい場所に本機を置くことをお勧め

します。家の中では、壁のそばよりも窓のそばに置いてください。また、同じ場所でも 

鉄筋の建物よりも木造の家の方が電波は届きやすく、高台にある家と低い場所の家とでも電

波の届き方に違いがあります。 

 

を押して、スピーカーをミュートまたはキーをロックする 

・ ラジオをロックするには、 を長押しします。ディスプレイにキーア

イコンが表示されます。 

ロック状態ではSOSアラーム機能のみ利用可能です。 

・ ロックを解除するには を長押しして、ラジオのロックを解除してく

ださい。 
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⚫ ヘッドホン/イヤホン端子  

3.5mmのステレオミニプラグに対応しているヘッドホン/イヤホンを挿入 

して、ラジオを聴くことができます。 

 

USB出力端子 本体充電用 

TypeC USB端子 

 

 

 

 

 

                              ヘッドホン/イヤホン出力端子 

 

⚫ SOSアラームの使用方法  

「SOS」ボタンを押すと、ラジオが止まり、SOSアラームが鳴り、LEDラ

イト(スポットLEDライト)が点滅します。 

もう一度押すと消音・消灯します。 

ヘッドホン/イヤホンを挿しているとヘッドホン/イヤホン内でSOSアラー

ムが鳴ります。(スピーカーからは鳴りません) 

ロック状態でもSOSアラームは利用可能です。 

 

⚫ 充電について 

本機の電源に関して、安全上のご注意と、本機についての注意事項を必ず

お読みください。(P2～4) 

 

(A) USB充電 

● 本機を充電するには、付属のUSBケーブルをパソコン等のUSBポートに接

続し、ラジオの側面にあるTypeC USB端子に挿入します。 

● 充電中は充電ランプが青色に点滅し、バッテリーが満充電になると点滅か

ら点灯に変わります。充電時間の目安は約3 ～ 4時間です。 

満充電になると、バッテリーは約40時間のラジオ再生または約20時間の

LEDライトの使用が可能です。(※初期状態バッテリーでの計測時間で

す。バッテリーは使用頻度と期間により消耗するため変動します。) 

充電中はラジオの電源をオフにすることをお勧めします。 
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(B) 手回し充電 

      本機は、後ろにある手回し充電ハンドルを回すことでも充電できます。 

手回し充電ハンドル 

 

 

 

● ハンドルは時計回り、反時計回りどちらにも回すことができます。 

 ハンドルを回すと充電ランプ「 」も点灯します。 

● 本機を初めて使用するときは、目安としてハンドルを1分間で130～150

回の回転速度で3～5分回転させます。 

●  1分間の巻き上げで、約5分のラジオ再生と約30分間のLEDライトの 

使用が可能です。(巻き上げ速度・音量によって変動します) 

(C)太陽光発電 

本機上部のソーラーパネルでも充電ができます。 

※ 効率的な充電ができるよう、本機に日光が当たるように置いてください。 

● 本機が充電をするのに十分な太陽光を受けると、充電ランプ「 」が 

点灯します。 

● 充電効果は太陽光の強さによって変動します。光が強いほど効果が高く

なります。 

● ソーラーパネルは補助機能になりますので、本機を満充電にする目的に

は適していません。 

(D) 単4乾電池 (別売り) 

● デバイスの後ろにある電池カバーを取り外し、単4乾電池を3本入れます。 

確認事項 

マイナス (-)極がスプリングに対して配置されていることを確認してください。  

     単4乾電池は新品をご用意ください。新しいものと古いものを混ぜて使用しないでくだ

さい。 

挿入された単4乾電池と内蔵電池のうち、電源電圧の高い方を本機が自動的に検出して

使用します。 

本機を使用しないときは、乾電池を取り外してください。 

本機で単4乾電池の充電はできません。 

いずれの状態でも、「リセットボタン」を押すと、本機は初期設定に戻ります。 

 

 

 

 

リセットボタン 

ストラップフック 

単4乾電池 
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⚫ ランプとLEDライトについて 

ランプの種類 

☆「TUN」(チューニングランプ)、☆「 」(充電ランプ)、 

☆ バッテリー残量ランプ（25%～100%） 

❶「TUN」(チューニングランプ)：信号を受信するとチューニングランプが

緑色に点灯します。 

❷充電ランプ：ソーラーパネルや手回し発電によって充電しているとき、

「 」充電ランプが赤く点灯します。 (充電ランプの光の強さは、太陽光

の強さや手動発電の回転速度によって変化します。) 

❸バッテリー残量ランプ：充電中は残量ランプが青く点滅し、放電中は残量

ランプが点灯します。 バッテリー残量が25%を超えると、25%のランプ

が点灯に変わり、次の50％のランプが点滅し始めます。 満充電になると、

すべてのバッテリー残量ランプが点灯します。 

 ※充電ケーブルを外してしばらく操作をしないでいると、待機画面になります。 

(バッテリー残量ランプが全て消えた状態)バッテリー残量を確認するには、電源ボタン

「   」を長押しすると、再度バッテリー残量ランプが点灯します。 

 

LEDライト 

● スピーカーの上部にあるLEDライトボタンを押すと、スポットLEDライト

が点灯します。 

● もう一度押すとワイドLEDライトが点灯します。 

●  3 回目に押すと、スポットLEDライトとワイドLEDライトの両方が点灯し

ます。 

●  4 回目に押すと、すべてのLEDライトが消灯します。 

読書ライト 

   ソーラーパネルを開くと、読書ライトが自動的に点灯します。 

        読書ライト 
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⚫ 携帯電話を充電する方法(緊急用充電) 

本機の側面にあるUSBポートにUSBケーブルを挿入し、携帯電話に接続し

ます。本機は放電モードになり、携帯電話の充電ができます。携帯電話の

充電中はラジオを使用しないでください。 

注意 

● この機能は、緊急時に 携帯電話を充電するためのものです。 通常の充電器として使用し

ないでください。 

● 付属の充電ケーブルは、type-C 機器の充電専用です。  

● その他のUSBデバイスは、元の充電ケーブルを使用して充電する必要があります。 

● 本機は満充電時で、携帯電話を出力電圧 1.5A で充電できます。 

 

仕様 

 

周波数 

FM: 76-108MHz 

AM: 522-1629kHz 

SW(短波):3.2-22MZ 

サイズ 153×47×77mm 

重量 351g 

最大出力 1.5W 

ソーラーパネル 0.45W 

読書ライト 2W 

電圧 2.7-4.2V 

USB出力端子 5V 1.7A 

バッテリー 4000mAh/3.7V リチウムイオン電池 

LEDライト 1W 

材質 ABS樹脂 

 

付属品 

●Type-C USBケーブル ×1 / ● ストラップ×1 / ●取扱説明書(本書)×1 

 

 

 


